













東 南 ア ジ ア
は じ め に
京都大学東南アジア
研究センター 所長 岩 村 忍
東南 アジアが,世界史的な意義において注目をあびるようになったのは,比 較的新しい時代のことであ
る。開発のためのたゆまぬ努力が続けられてきたにもかかわらず,こ の地域におけるお くれは現在,世 界
的な焦点となっている。 この地域のもつ政治的問題,あ るいは経済的.社会的,技 術的諸問題がいよいよ
重大化するにおよび,わ れわれはこれまでのこの地域にかんする研究がきわめてお くれていることを強 く
反省せ ざるをえない。
ひとくちに東南アジアといっても,大陸あり,半島あり,島嶼 あり,無数の民族が固有の言語を語 り,




昭和38年1月京都大学は東南アジア研究センターを設立 した。 これは社会科学(い わゆる人文科学を含
む),自 然科学の各分野を通じ,組織的,総 合的に,こ の地域にかんする研究を展開し,この地域の内在
的理解を高めようとするものである。研究センターで行なう研究は,歴史の流れの中で未来への展望を念
頭においた 「現代研究」であり,方法論的には 「地域研究」の新 しい分野 を開拓 しようとするものである。
自然科学を 「地域研究」のなかにとりいれたのは世界最初の試みである。研究センターが当初からインタ
ー ・ファカルティ,イ ンター ・ユニバーシティの原則をかかげたことは,東南 アジア研究の本来のあるべ
き姿だと確信する。
研究センターは,昭和39年3月,その第1年 度の活動をおえ,4月 より第2年 度 の計画実施 にはいっ






政府,特 に文部省,外 務省の関係部局,お よび在バンコック日本大使館島津久大大使をはじめ館員各位,
ならびに他の東南アジア各地 におけるわが国在外公館,商 社諸機関が多大の支援を与えられた。研究活動
の面では,コ ーネル大学スキナー教授,ジ ョーンズ教授,エ ール大学ベンダ教授,ミ シガン大学ゴス リン
グ教授,ニ ューヨーク大学 トレーガー教授,HRAFの ルバール博士,ア ジア経済研究所所長東畑精一博
士をはじめとする,世界各国の東南アジア研究者の積極的な協力に負 うところがおおかった。
これ ら学外か ら寄せ られた御援助 と御好意とに対 して心から感謝 したい。
さいごに,研究センターの設立運営を推進,協 力 された平沢興前京大総長,奥 田東総長,足 利惇氏前管
理委員長,小林章管理委員長をはじめ東南アジア研究センター準備委員会委員および管理委員会委員はも













尚教授,棚 瀬嚢爾助教授(文 学部)お よび本岡武



























































任の岩村忍教授(人 文科学研究所)は,タ イ ・ビ
ルマ ・マラヤ ・インドネシアの諸国を歴訪,現 地
調査についてのうちあわせをおこなった。
ついで7～8月,平沢総長が岩村教授を伴つて,







マ ・タイ地域研究にあらため,さ しあた りタ
イを集中的に調査研究すること





























究担当教官(教 授,助 教授,講 師)の 組織する運
営協議会が審議する。この協議会には常任委員が
おかれている。



























ニ ッサンパ トロールー台 をそなえていて小さいなが らも現地調査
































教授が担当し,タ イの農業技術 について,技 術
的,経 済的な問題 をとりあげ,佐藤孝教授(兵 庫






















予 備調査 として,西 尾 雅七教授,浅 山亮二教授,
上 野一 也講 師(医 学部)が,タ イの医学事情 を,
公 衆衛 生学,眼 科学 の見地 か ら視察 した。
1.ビ ルマ ・タイ地域調査計画
まず タイの農業 を技術的,経 済的 な視点 か らと
りあげ,農 業技術 の改 良 と,そ の農民層へ の滲透
について調査 した。本 岡助教授 は昭和38年9月 か
ら39年4.月まで,佐 藤教授 は38年10月か ら39年1
.月まで,渡 部助教授 は38年10.月か ら39年5月 ま
で,主 としてタ イに滞在 した。 この間,本 岡は,
調査計画作成 の準備 を 目的 としてフィ リピン ・ビ
ル マ ・イン ドネシア ・マ レーシアを,短 期間訪問
した。 また渡部 は,イ ン ド・パキ スタン ・セイロ
ン 。マ レーシアの稲作研究機関を視 察 した。
この調査 は,タ イの農業技術 の実態 を,水 稲作
と畑作 について究明 し,改 良方 向をあき らかにす
る とともに,い かにすれ ば農民層へ改良技術 が滲
透 してい くかを研究す るこ とを 目的 とした。
その間,タ イ農務省,開 発省,経 済企画庁 など
の協力 を得,資 料 をあつ めた。11月以降関係係官
とともに,東 北部,北 部,中 部,南 部,東 南部
へ の調査旅行 を くりか え しお こなった。主 としで
農事試験場 をお とずれ,そ の他 の農業技術改 良の
あ りかた を知 るとともに,附 近 の農 家をたず ね作
物栽 培の実情 を調査 した。 稲作 を渡部 が,畑 作 を
佐藤 が,そ して農業経 済問題一般 を本 岡が担 当 し
た。
稲作技術の改良は,新 品種,灌漑 排 水,栽 培方
式,施 肥,病 虫害駆除 などの方向 について検討 し
た。畑 作 物 の ト ウモ ロコシ,ケ ナ フ,サ トウキ
ビ,キ ヤ ッサバ,ゴ ム,ワ タなどそれ ぞれ につ い
て,技 術改良 の方向 をあき らかに した。 そ して改
良技術 が,農 民層 に滲透す るためには,農 業生産
における投入 と産出 の価格関係,農 産物 の庭先価
格 と輸出価格 の格差,農 産物流通機構 と農業協 同
組合,農 業改良普及組織,農 家 にお ける貯蓄 と投
資 の関係 などに問題 が あることが あきらか になっ
た。
佐藤 は以上の調査 結果 を研究例会で 「タイの 自
然 と人」 と題 し て講 演 し,「 タイにおけ る畑作
物 」 との表題 の もとに"東 南 アジ ア研 究"第4号
に報告 する。本 岡,渡 部 は7,月の研究例会 で講演
し,"東 南 アジア研究"第5号 に発表す る予定 で
ある。
本岡 は昭和39年に もおな じ目的 で,タ イにわた
り,補 遺調査 をおこな うと ともに,地 域調査計画
の第二段階 である村落調査の指導 にあた るはずで
あ る。
2.東 南 アジ アの華僑 にかんす る研 究の予 備調
査
日比 野助教授 は昭 和38年8月 か ら10月まで,マ
カオ,ホ ン コン,シ ンガポール,マ レーシ ア,タ
イ,タ イワンな どで華僑 につ いて歴史学的,社 会
学的観 点よ り予 備調査 をおこなった。
日比野 は漢文文献 を,香 港大学,新 亜書院,シ











亭,龍 山堂などで,古 碑類を採録 し,華僑の発展
史をあとづけることができた。






地域総 合研究連絡季報10)として発表 し,研 究
例会に"東 南アジアの華僑"と 題 して講演 した。
3.東南アジアの自然環境にかんする研究
(1)タイの森林土壌にかんする調査








森林の生産力を決定する うえ に重要 な要因 であ
高木 、低木 、かん木 、つ る、寄生植物 などがおりなすジャングル
は緑の 力べ だ。けれども林 内は意 外にひ らけて いて 歩きやすい。
る。 タイのいろいろな森 林型 について,森 林 土壌
学的調査 と,森 林植生調 査,森 林 土壌 昆虫調査 を
あわせ てお こない,お お くの成果 をあげた。
調査 はタイ国立チ ュラ ロンコー ン大学,カ セツ
ァー ト大学 と協同 してお こなわれ,森 林局 か ら有
力 な援助 があたえ られた。
堤,荻 野 は ドンケオ ・ラタナウォン,チ ュー プ
・ケムナー ク(カ セツ ァー ト大)ら と協力 し,東
北部,北 部 を移動 しなが ら,広 汎な地域で乾燥常
緑林,モ ンスーン林,乾 燥落葉林,チ ーク林 な ど
を踏査 し,一 方,菅,渡 辺 はサンガー ・サパシ ー
博士(カ セツ ァー ト大),パ イラー ト・サ イチ ュ
















た 伐 根 か らでた萌芽
は、すでに3メ ー トル
をこえていた。伐根自







2ヵ所 で乾燥常緑林,落 葉林,マ ツ林 の精 密な調
査 をお こなった。 のち全員 が南部 へむかい,熱 帯
降 雨林 の調査 に従事 した。
その結果58ヵ所 の断面形態 の深 さ別 に採 集 した
340の土壌試料,53点 の毎木調査結果 資料 と植物
標本約500点,35地点の土壌 昆虫標本200ビ ンを
収集 した。
目下,資 料標本 の化 学分析,整 理計算,同 定 を
お こな ってい るが,研 究成果はチ ュラ ロンコー ン
大学,カ セ ツァー ト大 学,京 都 大学の協同研究 と
して,研 究 センターか ら公刊 され るはずで ある。
なお調査結 果の一 部は,2月 研 究例会 に"タ イ
国の森 林"と 題 し堤が講 演 した。 凍 南 アジア研
究"第5号 にも発表 され る予定で ある。
(2)東南 アジアの生薬調査
木村教授 らは昭和38年12.月よ り39年2,月まで,
タイ ・フィ リピン ・ラオスな どで生薬 の調査 をお
こない,そ の間,イ ン ド・ネパール を視察 した。
生薬 の薬学的研 究 の基礎 として,主 として薬用
植物 を調査 したが,タ イでは,チ ャンタブ リ,チ
ェンマ イ,プ ケ ーな どの植物 園,樹 木園,農 事試

























生 薬う りが店 をだしていた。シカの角、ウシ
や ブ タ の 頭がい骨、カメの甲、子安貝、二枚

















究の予備調査 として,西 尾教授,浅 山教授,上 野










西尾 は公衆衛生学的観点か らひ ろ くタイの医学
事情 を視察 した。バ ンコ ックにおいて厚生省,医
科大学 その他医学研究機関,SEATOの 医学研究
所 な どを訪 問 し,医 学行政,医 学研究,公 衆衛生
の実情 お よび臨床的 にみた タイの医学的 問題 を調
査 し,"ら い","結核"の ふたつが とくに重要 な
ものであ ることを知 った。あ とチェ ンマ イ,コ ラ
ー ト,ウ ボンに お い て,各 地 の病 院,結 核 療養
所,"ら い"療養施設,"ら い"村 を視察 した。浅
山,上 野 らは眼科学の見地か ら,失 明原因 と トラ
コーマの実態調査 をお こな った。眼病の入院患者
の うち,白 内障患者が圧倒的 におお く,白 内障手
術,角 膜移植手術 などが試み られ てい るが,あ ま
り普及 してい ない。 トラコーマ とそれ に起因す る
角 膜 炎 は 重 要 な 衛生問題 であ り,急 性結膜炎 の
発 生がハエ,ブ ユ などの増加 と平行 してお こって
い ることは,環 境悪化 にたい し住民が無防備 のま
まさらされてい る事情 を示 して いるよ うである。
この医学予備調査結果 にもとづ き,39年度 には
"らい","結核"の 調査 を,40年以降 に眼科学的
な調査 をおこな うべ く準備 中である。
出 版 事 業 研究 センターは,そ の事業内容 を
簡単 に説 明す るため"東 南 アジア研究 センター要
覧(昭 和38年10,月)"および"Directoryofthe
CenterforSoutheastAsianStudies,Sept.'63"
を刊行 した。 その後39年2月,日 英 両文 とも改訂
版 がだ された。
研究事業 の進展 に ともな う成 果の発表は,雑 誌
"東南 アジア研究"の 刊行 によっている。 昭和33
年7月 に第1号 を,11月第2号 をだ した。 当初,
年2回 刊行 の予定 で出発 したが,寄 せ られ る論文
の数 が多 くな り,ま た第1号 い らいの反響 が意外
に大 き く,各 界 の好評 をえたので,季 刊 とす るこ
ととな り,39年3月に第3号 が刊行 された。"東南
アジア研 究"は,論 文,報 告,図 書 紹介,彙 報 な
どか らな り,主 として研究担 当者 お よび大学 院学
生 によって執筆 されている。所載 論文は,研 究例
会 に発表 したものである ことを原則 とする。
研 究成果 のま とまった発表 は,"東 南 アジア研
究報告"(日 ・英両文)の 発 行に よるが,38年 度
には,現 地研究が開始 され たばか りであったため
もちろん刊行 のはこび にいた らなかった。
交 流 事 業 研究 センター事 業 の第3に,研 究
者の交流 をお こな うことが ある。 これは内外 の研
究者,ま たは研究 行政担当者 を研究 センターにま
ねき,研 究例会で の講演,討 論 に参加す ることを
依頼 し,研 究 活動 の状 況 をたがい に交換す る機会
をもと うとす るもので ある。一方 センターは研究
担 当教官 を海外 の学会な り研究機 関 に派遣す る。
昭和36年10月に,TheCouncilonEconomic
andCulturalAffairsのA.B.Lewis博士 を




また,39年4月,タ イ学術研 究会議議長ネ ー ト
・ケマ ヨーテ ィン将軍夫妻及び同会議社会科学部
長ニ ポン ・サ シ トーン博士 を15日問 にわ たってわ
が国 に招待 した。 その間一行 は京都 で一週間 をす
ごし,研 究 センターにおい て"タ イ学術 研究会議
の性格 とそ の役割 につ いて"と 題 して講演 した。
一方,京 都大学 に留学 中の東南 アジア諸国 の学
生諸君 と大学院学生 などの若い研究者 の交流 がた
えず行 なわれ てい る。 これ は現地理解 をふ かめる
ためのみ な らず,現 地研究者 としての態度 を養成
す る意味 においても,よ ろこばしいこ とである。
昭和37年3月 ボス トンで開催 され た米国 アジア
学会総会 には相良惟一教授(教育学部)が,38年3











図 書 資 料 整 備 事 業 東 南 アジ ア研究 の
た めには 図書 資 料 の 収 集,整 備が必 要な ことは
い うまでもない。研 究 センターとしては,ま ず ヒ
ューマン ・リレイシ ョンズ ・エ リア ・ファイルズ
(HumanRelationsAreaFilcs)の加 盟大学 にな
るよ うに努力 し,昭 和38年5月,オ リジナル ・コ
ピーの供給 を うける正式 メンバ ー となった。
HRAFは 全世界 にわた って,人 間行動 にか ん
す る人文 ・社会科学 の膨大 な資料 を,き わ めて効
率的 な フア イル方式 によ り整理 したものである。
昭和39年1月,約200万枚 のス リソプが,約500
個 の梱包 となって到 着 した。HRAF本 部 か ら派
遣 され た ドロシー ・マー フィ女史 の手 で2月 に開






昭 和39年 度 事 業 の 展 望
東南アジア研究センターは,昭和39年4,月か ら


























































会 構造 な どをあきらかにしようとするものであ
る。
調査者 は飯 島,水 野浩一(セン ター研究 員),矢
野暢(大 学院法学研究科)と 本 岡で ある。
飯 島は39年4月 北部のチ ェンダオ に村落 の選定
をおわ ってい る。水野は東北部の コンケ ンにはい
り,矢 野はハジ ャイ,ナ ラテ ィワー ト,ヤ ラある
いはパ タニ のいずれ かのマラヤ系 タイ人 の村落 を
担 当す る。本岡 は中部 を担 当す るが,本 年 は前年
の総 括調査 の補足 を もあわせ てお こない,村 落調
査 は40年に もお こな う。
調査者が村落 にはいるのは7月 か ら40年3月 ま
で の予定 であるが,す でに飯 島,水 野,矢 野の3
名 はバ ン コックで タイ語 の習得 にはげんでい る。
(2)タイにおけ る農業技術 の改良 とその農 民
層 への滲透状 況の調査
タイの水稲作物 お よび畑作物 の農業 技術 的にみ
た実態 調査 を,そ の改良方向 について の調査は,
本 岡,佐 藤,渡 部 らに よ っ て すでにおわ ってい
る。
本岡はこの補遺調査 として,農 民層への改良技













の悲しいメロデ ィーは少数民族のあわ れさを感 じさせる。山地 にすむ人々は、




かわいい子をだいて盛装の女がでて きた 。"ボ クはなににな りたいの?"と ボウヤにきいた
ら、"こ の子はね、大学へや って ……、それか ら……"、 と母 親が熱心にこたえる。ききと り
調査はなにも質問用紙にかき こむ ことだ けでない 。ちよ っとした ことばのはしばしにも、人間






















は,39年12月か ら40年1月にかけ,タ イ ・ビル
マ ・インドネシア・マレーシア ・フィリピン ・南








る。 これ ら多面的な研 究は社会的 コ ミュニケーシ
ョンの発展 と,政 治的近代化 との関係に焦点 をし
ぼ り,タ イの三村 落 に住み込んだ飯島,水 野,矢
野 らの協力 をえて進 められ るはずであ る。
4.東 南 アジアにおける教育制度 な らび に教育
構造 の比較研究
東南 アジアの教育 にか んす る諸問題 を担 当す る
相良教授 は39年6月 か ら9月 まで,タ イ ・ヵンボ
ジア ・マ レーシア ・イン ドネシア各国 にお ける教
育制度 を比較 し,あ わせ て政治,経 済,宗 教 地
理,言 語な どの諸 因子 が教育 におよぼす影響 を調
査 す る。
森 口兼二助教授,浜 口恵俊 助手(教 育学部)ら
が,40年にひ きつづ き社 会教育,家 庭 教育 な どの
比較研 究 をお こな う。
本研 究に関連 して,佐 藤 幸治教授(教 育学部)
は39年8月,ビ ル マ 僧BhadantaSabbana
Mahatheraの創始 したSatipatthanaの禅法 を













北部 タイには,タ イ族以外 に ビルマ語系,カ レ
ン語系,モ ン ・クメール語 系,苗 ・■語 系の諸言
語をはなす種 族が知 られてい るが,い まだに記述
言語学的 な調査 の対象 になっていない。本 調査 で
はチ ェンマ イに本 拠 をお き,調 査 参加者 は タイ語
のチ ェンマ イ方言を習得す るとともに,専 門的に
ひ とつ以上の近隣種族の言語 を担当す る。調査 対
象には,ラ フ語(西 田 ・桂),ア カ語(西 田 ・三
谷),ラ ワ語(三 谷),カ レン語(桂)を え らびだ
してい る。 これ ら諸 言 語 の記 述的分析 をお こな
い,各 言 語 相 互 の 関 係 を比較 言語学的に追求す
る。 また北部 タイ とビルマ国境附近に は,同 一種
族 が 両 方 にわ かれ てすんでい るば あい もおおい
が,た とえば ビル マの カレン語 とタイのカレン語
の相違 な どをあき らかにす るための基礎的 な資料
を採集整理す る こともあわせて重視 したい。
6.マ レーシアの華僑 の歴史的社会的研究
華 僑 に か んす る研 究 を担 当す る 日比野助教授
は,前 年にひきつづき,39年12,月か ら40年3月ま
でマ レーシ アの半島部 の都市 における華僑社会 の
実態調査 をお こな う。
調査 には 目比野のほか藤原 利一 郎教授(京 都 女
子大学),中 村孝志教授(天 理大学),船 越 昭生 助






イ ・南ベ トナム ・ビルマ ・マレーシア・インドネ
シア・フィリピンの各国 を歴訪し,経済近代化要
因について予備調査 をおこなう。すなわち各国政














Ⅱ.自 然 科 学部 門
自然科学部 門の調査計画 は,各 研究担 当者 にお
いて準備 がす すめ られ ているが,そ の うち次 の も
のが具体的 な検討段階 にあ り,現 地交渉 な どおこ
なわれている。
1.医 薬 班
(1)タイにおける"らい ・"の実 態 にかんす る
疫学的,臨 床学的,病 理学的調査
西 占貢教授(医 学部)は,岡 田 誠 太 郎 助 教 授
(医学部)と ともに,タ イ国 の"ら い"の 実態調
査 を,39年11月か ら40年2月までおこな う。西尾
"らい"患 者の数 は約20万。タイの医学に とって大問題だ。"ら い




タイの"らい"患 者 は約20万と推定 されてい














































種雄講師,入 江恒爾講師(工 学部)ら とともに,
39年10月か ら12月まで,北 部タイ,チ ェンマイ周









森 山徐一 郎教授(工 学部)は,39年10,月,タ







3.農 業 生 産 班
(1)マレーシア ・南 タイの水 田土壌調査
自然環境 にかんす る研 究の一部 として タイの水


























































海外技術協力団 と共 催 によ りおこなう予定であ





















HRAF室 はいよいよ充実 され るであろう。

















HRAF室 には、毎日5～6人 がつめき っている。200万枚のス
リップを整理す るの はたいへんだ 。箱をあ ける、ス リップをえ り
わ ける、みだ し番号に したが って所定の場所へおさめる。 こうし













38年10月の選考で,前 田成文(文 学研 究科,
社会学専 攻),桂 満希郎(文 学研究科,言 語学






の研究のために,マ ラヤ大 学 に39年5月から1
年間,桂 満希郎はタイ語習得 とタイ語方言および
未調 査 言語の記述のために,タ イ,チ ュプロン
コーン大学に7月 から1年間,福 井捷朗はタイ語
習得 と多雨熱帯の水田土壌の研究のためカセツァ



















泥ぬまにはま りこんでは、さしもの トヨタラン ドクルーザーも動け
そうにない。で っかい車をほ りおこすのは骨 のおれるしごとだった。
われわれのい く道も決 して平坦でないことを知 っている。しかした
がいの協力と理解の上 にた って、力強 く前 進をつづけてい く。それが
われわれの信念であ り、カの源泉でもある。
??
東 南 ア ジ ア 研 究 セ ン
所属機関名 ・職 名 氏 名 研 究 内 容
京 都大 学
文 学 部 教 授 泉 井 久 之 助 マ ラヤお よび イン ドネシアの諸方言の直接的採録研究 を
中心 とするマ ライ ・ポ リネシア諸語の比較言語学的研究
〃
〃 織 田 武 雄 東 南アジ アにおける村落の研究
〃 助教授 池 田 義祐 東南 アジ アにおける家族およ び村落の研究
〃 〃 棚瀬襄 爾 マラヤの社会 ・文化 ・宗教等の文化 入類学的調査研究
〃 〃 西 田 龍 雄 ビルマ ・タイを中心 とする東 南アジアの諸言語の調査 と
比較研究
教育学 部 教 授 相 良 惟一 東南 アジアの教育制 度の比較研 究
〔近代 化 と教育 の役割)
〃 〃 池 田 進 〃
〃/ 〃 佐 藤 幸 治 東南 アジア地域 におけ る仏教(禅)の 比較研究
ノ 助教授 小 田 武 東南 アジア地域 におけ る教育内容についての研究
〃 ノ 森 口 兼 二 日本人の東南 アジア観 と東南 アジア諸国 におけ る日本観
〃 ノ 小 倉 親 雄 東南 アジアにおける読書の 資源と 機会の研究
法 学 部 教 授 猪 木 正 道 東南ア ジアにおけ る政治～組織 と政治過程の比較研究
ノ' 〃 福 島徳 寿 郎
〃 〃 田 畑 茂 二 郎 東南ア ジアにお ける国際関係
〃 〃 平 場 安 治 東南 アジア諸国 の比較法的研究
〃 〃 溜 池 良 夫 γ
ノ 〃 磯 村 哲 〃
〃 〃 道 田 信 一 郎 〃
ノ! 助教授 清 永 敬 次 東 南ア ジア諸国における 政治組 織 と政治 過程の比較 研究
〃 ノ! 園 部 逸 夫 〃!
〃 ノ/ 香 西 茂 〃
'ノ 〃 高 坂 正 亮 東 南ア ジアにおける国際関係
ノ～ 〃 上 山 安 敏 東南 アジア諸国の比 較法的研究
〃 〃 龍田節 〃
経 済学郭 教 授 堀 江 保 蔵 束南 ア ジアの経 済的近 代化要因の研究
〃 助教授 鎌 倉 昇 東 南ア ジァの経 済近代 化を阻 害 してい る事情の研究
理 学 部 教 授 瀬 野 錦 蔵 東南ア ジアにおける陸水の研究
!/ ノ' 芦田 譲 治 東南ア ジアにおける植物 にかんす る研究
医 学 部 〃 西 尾 雅 七 東南ア ジア諸地域におけ る公衆衛生学的研究
〃 ノノ 藤 原 元 典 東南ア ジア地 域の栄養学的、調査
!〆 // 浅 山 亮二 東南ア ジアにおけ る トラコー マ,失 明原因 の調査 と対策
ノ /ノ 村上 仁 東南ア ジア諸地 域におけ る民族精神医学的研究
〃 〃 美 濃口 玄 東 南ア ジア諸地 域におけ る弗素中毒の調査研究
〃 〃 西 占 貢 東 南ア ジアにおける"ら い"の 実態調査 と病理学的研究





木 村 康 一
井 上 博 之
東 南ア ジアにおける薬用資源,薬 業事情,薬 学教育 の
調査
東南晦ア ジア産 薬用植物 の化学的研究
〃 助教授 高 橋 三 雄 フィリ ピンの薬用植物 の含有成分の研究
工 学 部 教 授 滝 本 清 東 南ア ジアにおける酸姓 火成岩に ともな う鉱床の研究
〆 ノ 松 尾 新 一 郎 東南ア ジア地 域の地下 水位 とその影響につ いての研究
〃 〃 吉 住 永 三 郎 東 南ア ジアにおける地下 資源の探査
〃 〃 森 山 徐 一 郎 東 南ア ジアにおける非 鉄金属資源な らびに製錬の研究
タ ー 研 究 担 当 者 一 覧
所属機関名 職 名 氏 名 研 究 内 容
工 学 部 助教授 鈴 鹿 恒 茂 東 南 アジアにおけ る酸性 火成岩に ともなう鉱床 の研 究
〃 〃 谷 口 敬 一 郎 東南 ア ジアにおける地下 資源 の探査
〃 講 師 港 種 雄 東南 アジアにおける酸成火成岩 に ともな う鉱 床の研究
〃 〃 入 江 恒 爾 〃
農 学 部 教 授 四 手 井 綱 英 東南 ア ジアの 自然環境 の研究
ノ! 〃 川 口 桂三 郎 東南 アジア諸国 の農 業立地にか んする基礎 調査
〃 ノ! 冨 士 岡 義 一 東南 ア ジアにおける土 地,水 資源 な らびに農業開発の研究
〃 助教授 本 岡 武 ビル マ,タ イの農 村経済 にかんする研究
〃 〃 堤 利 夫 東南 アジアの自然環境 の研究
〃 〃 南 勲 東 南ア ジアにおける広域水利 にかんする研究
教 養 部 教 授 柴 田 実 東南 ア ジアの稲米儀礼(稲 作農耕 民族の民俗調査)




〃 〃 久 米 直 之 南方植物の発生生理にかんする研究
〃 〃 吉 井 良三 東南 ア ジアにおけ る森林土壌 内の生物 相
〃 助教授 平 野 実 東南アジアにおける陸水産藻類の植物地理学的研究
〃 〃 尾 崎 雄 二 郎 東南 ア ジアにおけ る中国語方言 の調査 研究
人文科 学
研 究 所 教 授 岩 村 忍 東南 ア ジアの講査一般
〃 〃 平 岡 武 夫 東南 ア ジア仏教の研究
〃 助教授 日 比 野 丈 夫 マラヤの華僑調査
〃 〃 吉 田 光 邦 マラヤの村落調査
結核研究所 教 授 長 石 忠三 東南 アジアにおける結核 の現状 調査
〃 助教授 寺 松 孝 〃
〃 〃 前 川 暢 夫 東南 アジアにおける結核 の疫学,化 学療 法の研 究
兵庫農科大学 教 授 佐 藤 孝 東南 ア ジアにおけ る畑作 の裁培学 的研究
京都府立大学 助教授 渡 部 忠 世 東南 アジアにおけ る稲作 の作物学的研 究
兵庫農科大学 教 授 浜 田 秀 男 東南アジアの野生稲及び栽培稲の生態的並びに分類的研究
岡 山 大 学 〃 小 林 純 東 南ア ジアの河川 の化学 的研 究
京都女子大学 〃 藤 源 利 一 郎 東南 ア ジアにおけ る華僑発展 史の研究
東京理科大学 〃 糸 川 秀 治 薬用資源 ・薬 業事情 ・薬学教育 の調査
竜 谷 大 学 講 師 口 羽 益 生 マラヤ並 びに イン ドネシアの社 会構造
京 都 府 立
衛生研究所
環境衛
生課長 加 藤 釤郎 イン ドネシアの環 境衛生,風 土病 と衛生動物 との関係
長 野 県
松本保健所 薬剤技師 加世田正 道 薬 用資源 ・薬業事情 ・薬学教育 の調査
神 戸 大 学 教 授 高 木 太 郎 東南ア ジアにおけ る教育制度 の比較研 究
水 野 浩 一 東南 アジアにおける村 落社 会の変動過 程の比較研究
広 島 大 学 助 手 門 前 貞三 教育の発達を規定する阻止的要因と促進的要因
大 阪 市
教育研究所 所 員 山 口 三郎 東南 ア ジアの教育制度 の比較研 究
京都 府 立医 科 大 学 研究員 正 垣 幸 男 東南 ア ジアにおけ るフ ィラ リア,マ ラリアおよび寄生蠕 虫の疫学的調査 およびその対策に つい ての研究
天 理 大 学 教 授 中 村 孝志 南方華僑史の研究
東京大学(東
洋文化研究所) 講 師 築 島
謙三
マラ イ人村落 の 自治体制 と人倫意識
























員会(以下 「管理委員会」 とい う。)に お
いて選考し,総長が委嘱する。



























































学部 ・教養部 ・研究所 など








社 会 科 学 部 門




運 営 協 議 会 常任 委員 ・幹事
東南アジア研究センター 管理委員会 東南アジア研究センター運営協議会
委 員 長 農 学 部 長 小 林 章 所長 人文科学研究所教授 岩 村 忍
副委員長 入文科研所長 森 鹿 三 常任委員 文学部 教授
文学部 教授
泉井久之助
委 員 文 学 部 長 井 上 智 勇 〃
教育学部教授
織 田 武 雄(社会科学部門主任)
? 教 育 学 部 長 重 松 俊 明
? 相 良 惟 一(総務部副主任)
? 法 学 部 長 中 田 淳 一
? 法学部 教授 猪 木 正 道(社会科学部門副主任)
? 経 済 学 部 長 堀 江 英 一
? 経済学部教授 堀 江 保 蔵(総務部主任)
? 理 学 部 長 速水頒一郎
? 理学部 教授 芦 田 譲 治
? 医 学 部 長 堀井五十雄
? 医学部 教授 西 尾 雅 七
? 薬 学 部 教 授 木 村 康 一
? 薬学部 教授 木 村 康 一(自然科学部門主任)
? 工 学 部 長 藤 本武助 ? 工学部 教授 滝本 清
? 教 養 部 長 柴 田 実
? 農学部 教授 四手井綱英(自然科学部門副主任)
? セ ン ター 所 長 岩 村 忍
? 教 養 部 長 柴 田 実
幹 事 事 務 局 長 横 田 実 幹 事 文学部助教授 棚瀬嚢 爾
? 庶 務 部 長 住 友 眩 〃 農学部助教授 本 岡 武
? 経 理 部 長 西間木久郎 昭和39年6月30日現在
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